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練馬区立豊玉小学校 

保護者の皆様へ 
 

学校生活における新型コロナウイルス対策の取り組み 
 

今回の新型コロナウイルスの影響による臨時休業等においては、保護者の皆様の多大なご協力とご

負担があったことと思います。この場を借りて深く感謝申し上げます。 

学校再開にあたり、子供たちには、様々な不安があると思います。感染に関する不安。久しぶりに

会う友達への期待と不安。勉強に関する不安。今までの学校生活との違いへの戸惑い等。豊玉小学校

では、様々な子供たちの不安をできる限り少なくし、安心と学びの楽しさを実感できる新たな学校が

再開できるよう、全教職員が一丸となって教育活動に取り組んでまいります。 

しかしながら、第二波、第三波が懸念され、先行きが見えない面も多くあります。今後も、学校内

外の状況の推移を注視しながら、段階的に教育活動を再開させてまいります。 

つきましては、下記の点について、引き続きご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

➀ 教育活動の再開に向けて【毎日の消毒、密集をさける】 

 □ 毎日の消毒 
児童が下校した後に、手すり、ドアノブ、児童机、椅子、ロッカー等を次亜塩素酸水を使っ

て消毒し、ウイルス除去に努めます。当面の間の教室清掃は教職員が行います。 

 

 □ 段階的な教育活動の再開 
感染予防と長期に休んでいた児童の心身への配慮の視点から、３段階に分けて教育活動を段

階的に再開していきます。 

第１段階（１・２週目） 分散登校（学級の人数を半分にして授業を行います。） 

第２段階（３週目）   午前授業（同じ時間に全校児童が登校、給食後下校します。） 

第３段階（４週目）   通常授業（午後の授業も実施、学年により下校時間が異なり 

ます。） 

□ 体育館の活用（３年生） 

   ３年生は１学級の人数が全学年中最も多いため、第１段階の分散登校から、体育館で学習活

動を行います。教室よりも広い空間を使うことで、密集状態を避けます。 

 

□ 保健室の利用方法を変更 

   これまで通り、けがや体調不良の時に保健室を利用できますが、風邪症状や発熱がある場合

は、会議室で初期対応いたします。 

 

□ ソーシャルディスタンスの確保 

   児童が人との間隔を意識できるよう、昇降口や水道前、トイレに足形等を掲示しています。 

 

□ 時間的に幅をもたせた登校時間 

   校門や昇降口での児童の密集を少なくするために、第１段階では８時２０分から４０分まで

に、第２段階以降は８時１５分から３０分までに入室できるように登校させてください。健康

観察も行います。 
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② ウイルスを持ち込ませない【手洗いの徹底】 

□ 液体せっけん、アルコール消毒液の設置 
ウイルスを室内に持ち込まないようにするために、すべての流しに液体せっけんを置きま

す。また、校舎の入口、教室の入口にアルコール消毒液を置きます。 

 

□ 手洗いの呼びかけ 
外からウイルスを持ち込まないためには、せっけんでの手洗いが、感染

予防の第１原則であることを指導します。手洗いをこまめにするために必

要な清潔なハンカチ・タオルを忘れずに持ってくるよう声かけをお願いし

ます。今までは、手洗いをしていなかった場面でも、こまめな手洗いを指

導していきます（休み時間ごとに行います）。通常時よりも手洗い回数が

多くなりますので、ハンカチとは別に汗拭きタオルをご用意ください。 

（手洗いの場面） 

   ・毎休み時間の後    ・トイレに行った後   ・外から帰った後 

・せきやくしゃみ、鼻をかんだ後  （・給食準備の前    ・給食の片付けの後） 

 

□ せきエチケットで出たごみの処理の工夫 
鼻をかんだティッシュ等、せきエチケットで出たごみからのウイルス感染を予防するため、

ビニール袋に入れてからごみ箱に捨てるように指導します。毎日ビニール袋を持たせるように

ご協力をお願いします。 

 

③ 密閉空間をつくらない【換気の徹底】 

□ 空気の流れをつくる 
教室の出入り口、校庭側の窓を開けて空気の流れを作り、換気をよくします。暑い日にエア

コンを利用する際にも、開口部の数を調整して室温を保ちながら換気を続けます。 

 

④ いつもと少し違う授業に【学習活動の制約と工夫】 

□ ペアやグループによる話し合い活動を控える 
ペア・グループで対面して会話する活動は控えます。そのため、学習活動を工夫していきま

す。 

 

 □ 座席配置の工夫 
３年生以外も、教室内の座席の間隔を広くとり、感染予防対策を行います。第２段階以降、

算数少人数指導などで特別教室を利用する場合も、同様にします。 

 

 □ 専科の学習の見合わせ 
第２段階以降、実施に向けて検討中です。 
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⑤ 安全な食事をするために【給食時について】 

□ 配膳や片付けの仕方を工夫します。 
第３週より、給食を再開します。感染予防対策をとり   

ながら取り組んでいきます。配膳の仕方や片付け方など、 

現在検討中です。詳細は後日お知らせします。 

 

 

 

⑥ 安心して学校生活を送るために 

□ 児童の心に寄り添った指導 

学習に対する不安、生活に対する不安、偏見や差別に対する不安を取り除くために、日記指

導等を通じて、児童の心に寄り添った指導をしていきます。また、スクールカウンセラーや心

のふれあい相談員等との面談を通じて、必要に応じて悩みや不安についていつでも相談できる

体制を整えます。 



ご家庭へのお願い 

自分を守る！ 人にうつさない！ 自他を守る！ を目標に 

 

学校に登校するために… ★毎日の持ち物：健康観察表、水筒、ハンカチ、ティッシュ 

            学習に必要なもの、使用したティッシュ等を入れるビニール袋 

※水筒は、机の横にかけます。床につかないように紐の長さ 

を調整するか、手さげに入れてかけるようにしてください。 

□ 朝の検温 体温 37.0℃以上（平熱が高めの方は、１℃をプラスして発熱のめやすとします）や、 

      かぜの症状のある児童は無理をせず登校を控えてください。また、前日に発熱し  

た時も、登校を控えて医師に相談してください。 

       新型コロナウイルスは発症２日前～１週間程度は感染リスクが高いとされています。 

症状が落ち着くまでご家庭で様子を見ながら、医師に相談してください。 

□ マスク着用 学校登校からマスクを着用します。※熱中症に配慮して使用します。 

 

児童の健康観察と欠席報告 ★登校前、保護者の方が必ず健康観察をしてください。 

 これからは、新型コロナウイルスに感染しないように予防しながら、学

習をしていきます。睡眠・食事・運動（人との交流はせずに）・勉強の生活リズムに気を付けて免疫

力をつけていきましょう。児童の健康観察に合わせて、ご家族の方も、検温していただき健康管理を

お願いいたします。 

 欠席連絡は、これまで連絡帳で行っていましたが、学校に電話または FAX での連絡でお願いしま

す。登校時は、電話が込み合う場合もありますが、よろしくお願いいたします。 

 ☎ 学校 ： ０３－３９９３－４２８６   FAX  ： ０３－５９８４－０２２７ 

  携帯電話 ：  ０７０－１４３４－６３７３・０７０－３２４６－６９３１（1学期のみ使用可） 

    

学校を休む時の扱いについて  ★登校時には、登校届に医師の指示を受けた期間を記入して提

出してください。（連絡帳で報告されてもいいです。） 

出席停止 ①児童が感染した時 ※①～④は保健所又は専門機関から指導を受けます。 

      ②児童が濃厚接触者として指定された場合（１４日間） 

      ③同居の家族が感染された時     

      ④家族が濃厚接触者となった時 

      ⑤発熱、かぜの症状がみられる時 （症状がなくなるまで） 

      ⑥海外から帰国した時 （１４日間の自宅待機）※国や地域は問いません。 

 尚、基礎疾患のある児童の体調不良の場合も欠席にはなりません。 

 

児童の心のケアについて  新型コロナウイルス感染症予防として、「３密 」生活は、これまで

の生活とは大きく違う対応となり、いつもとは違う生活が長くなりました。 

お子さんの不安や、ストレスの症状などで心配な事がありましたら、学校にご相談ください。 

〇電話要予約 ０８０－２０１０－１１４４ スクールカウンセラー ： 毎週 木曜日       

心のふれあい相談員  ： 毎週 月・水・金曜日   

★お知らせ★ 

６月１日に、国から寄贈されました布マスクを児童に配布します。必要に応じてご活用ください。 

４ 
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